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募
集

新宮前橋

新橋

市役所

中央市民会館 しらこばと橋

元荒川
（新宮前橋～
しらこばと橋）

葛西用水
（新橋～堰）

みんなで釣りを楽しもう

入漁無料券を発行

入漁無料券
  7月9日㈰

釣りをするには入漁券が必要です。
下記の券をお持ちの方は無料です。
＊リールでの釣りはご遠慮ください
＊天然ナマズは捕獲しないようご協力
ください

B観光課☎967-1325

●本券は常時携帯し、係員の指示があっ
た場合はご提示ください
●本券は１人１枚、当日限り有効です
●ごみは必ず持ち帰りましょう

越谷市・埼玉東部漁業協同組合

無料場所

越
谷
し
ら
こ
ば
と
基
金
助
成
事
業

（
２
期
）
を
募
集
し
ま
す

越
谷
し
ら
こ
ば
と
基
金
助
成
事
業

（
２
期
）
を
募
集
し
ま
す

お
知
ら
せ

後期高齢者医療保険料の軽減措置が変更されます

B国民健康保険課☎９６３－９１７０

　後期高齢者医療制度の持続性を高めるため、世代間・世代内の負担の公平を図り、負
担能力に応じた負担を求める観点からと、所得の少ない被保険者に係る保険料の減額基
準の見直しに伴い、平成 29 年度以降の後期高齢者医療保険料の軽減措置が変わります。
１　所得割額の軽減
　表１のとおり。対象は、賦課のもととなる所得金額（前年中の所得から基礎控除額【33
万円】を控除した額）が 58 万円以下の方（年金収入のみの方は、年金収入 211 万円以下の
方が該当）です。

２　均等割額の軽減
〈被用者保険（※）の被扶養者であった被保険者に対する軽減〉
　表２のとおり。
※被用者保険…協会けんぽ（旧「政府管掌健康保険」）、健康保険組合、共済組合、船員保険
のこと

〈所得の少ない被保険者に対する軽減判定の基準所得額〉
　表３のとおり。同一世帯内の被保険者および世帯主の前年中の所得申告が必要です。
なお、軽減判定は自動で行い、軽減該当の被保険者へは軽減後の保険料額を通知します。

表1

表2

表3

所得割額の軽減割合

28年度

5割

29年度

2割

30年度

軽減なし

均等割額の
軽減割合

同一世帯内の被保険者および世帯主の前年中の総所得金額等の合計額 軽減後の
均等割額

6,310円/年

4,200円/年

21,030円/年

33,650円/年

9割軽減

均等割額の
軽減割合

8.5割軽減

5割軽減

2割軽減

28年度

9割 資格取得後2年を経過する月まで
は5割軽減（その後は軽減なし）

29年度

7割

30年度 31年度以降

5割

8.5割軽減の対象となる世帯
のうち、同一世帯内の被保険
者全員が年金収入80万円以
下（他の各種所得なし）

33万円＋（26万5,000円×世帯
の被保険者数）以下

33万円＋（48万円×世帯の被保
険者数）以下

28年度

33万円以下

33万円＋（27万円×世帯
の被保険者数）以下

33万円＋（49万円×世帯
の被保険者数）以下

29年度

変更なし

変更なし

□
平
成
29
年
度
公
益
信
託
助
成
事
業

▽
越
谷
ま
ち
づ
く
り
基
金
…
f
次
の

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

業
。
①
公
共
空
間
の
環
境
美
化
・
保

全　

②
公
共
施
設
の
整
備
・
充
実　

③
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
活
動　

▽
越
谷
都
市
整
備
ト
ラ
ス
ト
…
f
次

の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

事
業
。
①
公
共
空
間
の
環
境
美
化
・

保
全　

②
公
共
施
設
の
整
備
・
充
実

　

③
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

　

e
い
ず
れ
も
８
月
３１
日
㈭
ま
で
に

郵
送
で
三
井
住
友
信
託
銀
行
へ
。
助

成
の
採
否
お
よ
び
助
成
額
は
運
営
委

員
会
で
決
定
し
ま
す　

b
三
井
住
友

信
託
銀
行
（
〠
105
＝
８
５
７
４
東
京

都
港
区
芝
３
の
３３
の
１
）
☎
０３
＝
５

２
３
２
＝
８
９
１
０

□
こ
し
が
や
緑
の
オ
ア
シ
ス

　

２
０
２
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

緑
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
認
定
さ
れ

た
方
へ
、
認
定
証
と
認
定
プ
レ
ー
ト

を
進
呈
し
ま
す
。
ご
家
庭
・
職
場
で

の
エ
コ
な
取
り
組
み
を
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

f
市
内
在
住
の
方
ま
た
は
市
内
に
住

所
を
有
す
る
事
業
所　

g
募
集
部
門

…

①
緑
の
カ
ー
テ
ン　

②
緑
の
庭
・

生
け
垣　

③
屋
敷
林　

④
緑
の
畦　

⑤
そ
の
他
の
緑
の
オ
ア
シ
ス　

e
７

月
３
日
㈪
〜
８
月
３１
日
㈭
に
、
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
取
り

組
み
の
様
子
が
分
か
る
写
真
を
添
え

て
左
記
へ
。
応
募
用
紙
は
環
境
政
策

課
窓
口
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。
応

募
さ
れ
た
取
り
組
み
を
越
谷
市
環
境

推
進
市
民
会
議
と
市
で
審
査
し
ま

す
。
結
果
は
１０
月
ご
ろ
通
知
し
ま
す

　

b
越
谷
市
環
境
推
進
市
民
会
議
事

務
局
（
第
三
庁
舎
４
階
環
境
政
策
課

内
）
☎
９
６
３
＝
９
１
８
３

□
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

f
昭
和
５６
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
次

の
建
物
。
①
２
階
以
下
の
木
造
一
戸

建
て
住
宅　

②
３
階
以
上
で
延
べ
面

積
１
０
０
０
平
方
㍍
以
上
の
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン　

g
▽
耐
震
診
断…

耐
震

診
断
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の
２
に

相
当
す
る
額
を
助
成
（
①
は
１
戸
に

つ
き
５
万
円
以
内
、
②
の
予
備
診
断

は
１０
万
円
以
内
・
本
診
断
は
９０
万
円

以
内
）　

▽
耐
震
改
修…

耐
震
改
修

に
要
し
た
費
用
の
２３
％
相
当
額
を
助

成
（
①
の
み
対
象
。
１
戸
に
つ
き
３０

万
円
以
内
）　

▽
簡
易
耐
震
改
修…

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
ま
た
は
防
災
ベ
ッ

ド
の
設
置
に
要
し
た
費
用
の
２３
％
相

当
額
を
助
成
（
①
の
み
対
象
。
１
戸

に
つ
き
２０
万
円
以
内
）　

e
建
築
住

宅
課
で
受
付
中
。
い
ず
れ
も
予
算
が

無
く
な
り
し
だ
い
終
了

＊
そ
の
ほ
か
条
件
等
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
建
築
住
宅
課
へ

＊
木
造
住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
は
建

築
年
を
問
わ
ず
随
時
受
付
中
（
無

料
）
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震

相
談
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
相
談
な

ど
も
実
施
し
て
い
ま
す

b
建
築
住
宅
課
（
本
庁
舎
３
階
）
☎

９
６
３
＝
９
２
３
５

□
文
化
総
合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
―

越
谷
文
化
」
第
36
号
作
品

　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
写
真
な
ど
、

作
品
を
投
稿
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各

地
区
セ
ン
タ
ー
等
で
配
布
す
る
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０

７□
自
衛
官

f
①
自
衛
官
候
補
生…

１８
歳
〜
２６
歳

　

②
一
般
曹
候
補
生…

１８
歳
〜
２６
歳

　

③
航
空
学
生…

（
海
上
自
衛
隊
）

１８
歳
〜
２２
歳
、（
航
空
自
衛
隊
）
１８
歳

〜
２０
歳　

④
防
衛
大
学
校
学
生…

高

卒
（
見
込
み
含
む
）
〜
２０
歳　

⑤
防

衛
医
大
医
学
科
学
生…

高
卒
（
見
込

み
含
む
）
〜
２０
歳　

⑥
防
衛
医
大
看

護
学
科
学
生…

高
卒
（
見
込
み
含

む
）
〜
２０
歳　

e
①
は
通
年
、
②
・

③
は
７
月
１
日
㈯
〜
９
月
８
日
㈮
、

④
〜
⑥
は
９
月
５
日
㈫
〜
２９
日
㈮
。

詳
し
く
は
左
記
へ　

b
自
衛
隊
朝
霞

地
域
事
務
所
☎
０
４
８
＝
４
６
６
＝

４
４
３
５

□
ね
ぎ
づ
く
り
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

を
目
指
す
研
修
生

g
研
修
期
間
は
１０
月
１
日
〜
平
成
３１

年
９
月
３０
日
の
２
年
間
。
申
込
書

は
、
農
業
振
興
課
、
Ｊ
Ａ
各
支
店
で

配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
印
刷
で
き
ま
す　

b
農
業
振
興

課
（
第
三
庁
舎
４
階
）
☎
９
６
３
＝

９
１
９
３

□
八
潮
市
八
條
地
内
に
建
設
中
の

（
仮
称
）
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ

ー
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

g
１０
文
字
以
内
で
次
の
条
件
を
満
た

す
も
の
。
①
誰
も
が
覚
え
や
す
く
、

親
し
み
や
す
い
も
の　

②
環
境
施
設

と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
も
の　

③
既
存
の
清
掃
工
場
や
公
共
施
設
等

の
名
称
・
愛
称
で
使
用
さ
れ
て
い
な

い
も
の　

f
越
谷
市
、
草
加
市
、
八

潮
市
、
三
郷
市
、
吉
川
市
、
松
伏
町

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

e
８

月
１０
日
㈭
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
第
一
工

場
ま
た
は
第
二
工
場
の
応
募
箱
へ
。

ま
た
は
、
応
募
用
紙
の
必
要
事
項
を

記
入
し
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ

ー
ル
で
左
記
へ
。
応
募
用
紙
は
東
埼

玉
資
源
環
境
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
で
き
ま
す　

＊
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
完
成
記
念

式
典
で
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈

b
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
第
二
工
場

業
務
課
（
〠
340
＝
０
０
０
１
草
加
市

柿
木
町
１
０
７
の
１
）
☎
９
３
６
＝

１
２
５
１
、d

９
３
１
＝
５
２
０

６
、h

second001@reuse.or.jp

　

越
谷
し
ら
こ
ば
と
基
金
で
は
、
快

適
で
活
力
あ
る
魅
力
的
な
ふ
る
さ
と

作
り
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
市
民
活

動
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

〈
対
象
事
業
〉　

９
月
１
日
㈮
〜
平

成
３０
年
３
月
３１
日
㈯
に
実
施
す
る
、

自
主
的
、
主
体
的
に
活
動
す
る
市
民

に
よ
る
公
共
活
動
を
目
的
と
し
た
活

動
・
事
業

＊
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
、
政
治

的
・
宗
教
的
目
的
を
有
す
る
事

業
、
特
定
の
個
人
・
団
体
等
を
対

象
と
す
る
事
業
、
定
期
的
・
恒
例

的
に
行
わ
れ
て
い
る
事
業
、
備
品

購
入
の
み
の
事
業
は
除
く

〈
申
込
み
で
き
る
団
体
〉　

市
内
在

住
ま
た
は
市
内
に
活
動
の
本
拠
を
有

し
、
前
記
期
間
内
に
事
業
が
終
了
す

る
予
定
の
団
体

〈
選
考
・
決
定
の
方
法
〉　

申
請
団

体
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

越
谷
し
ら
こ
ば
と
基
金
運
営
委
員
に

よ
る
意
見
交
換
を
経
て
、
市
長
が
決

定
し
ま
す

〈
申
込
み
〉　

７
月
３
日
㈪
〜
１４
日

㈮
に
、
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
直
接
市
民
活
動
支
援
課
へ
。

申
請
書
類
は
市
民
活
動
支
援
課
、
各

地
区
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
「
な
な
サ
ポ
こ
し
が
や
」
で

配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

＊
７
月
３
日
㈪
〜
１３
日
㈭
に
、
助
成

事
業
に
関
す
る
個
別
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
事
前

に
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

b
市
民
活
動
支
援
課
（
第
二
庁
舎
２

階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
５
３

□
広
報
こ
し
が
や
季
刊
版
に
掲
載
し

た
電
話
番
号
の
訂
正
に
つ
い
て

　

広
報
こ
し
が
や
季
刊
版
夏
号
の
特

集
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
選

択
肢　

社
会
で
輝
き
続
け
る
活
動
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
」
に
掲
載
し
た
電

話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
正
し
く
は

次
の
と
お
り
で
す
。
▽
８
ペ
ー
ジ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー…

☎
９
６

６
＝
３
２
１
１　

▽
１１
ペ
ー
ジ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
コ
ー
ナ
ー…

☎
９

６
６
＝
３
４
１
２

b
広
報
広
聴
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１

７

□
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

花
火
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
、

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

・
花
火
を
人
や
建
物
に
向
け
な
い

・
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に
注

意
す
る

・
風
が
強
い
と
き
や
燃
え
や
す
い
も

の
が
あ
る
場
所
で
は
や
ら
な
い

・
必
ず
消
火
用
の
水
を
用
意
す
る

・
大
人
と
一
緒
に
行
う

・
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を

つ
け
な
い

・
火
を
つ
け
る
位
置
は
、
種
類
や
形

状
で
異
な
る
の
で
注
意
す
る

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝
０

１
０
３

７
面
に
続
く

あ
ぜ


